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1.研究目的

通常､低平地における堤内用水を､排水路により､河川堤防外に排出しようとする場合､逆流防止のゲー

トが排水口にしばしば採用される｡ゲー トの形式としては､｢上ヒンジ式浮体ゲー ト｣､｢フラップゲー ト｣等

のヒンジ式のゲー トが用いられる｡本研究は､両ゲー トに注目し､ゲー ト-の作用力と開口角度を､排水路

のフルー ド数との関係で､解明することを目的とした｡

2.実験方法と実験結果

実験装置は､河川側水槽と堤内側水槽を結ぶゲー ト付き排水路よりなる｡排水形式としては､平常時状態

(堤内側水位Hoが河川側水位Hよりも高い状態｡Ho>H)及び出水時状態 (Ho≦H)がある｡

平常時における実験では､上ヒンジ式浮体ゲー ト､フラップゲー ト､水叩きの有無による流量､排水路平

均水深､ゲー ト-の作用力Lo(ロードセルで測定)､開口角度β｡を測定した｡理論式は､ゲー ト自体の浮力､

自重､流水圧のつり合い式より導いた｡そこで､実験結果と理論のそれとの整合性を確かめ､次式によって

補整係数 a,βを求めた｡出水時状態における実験については､上ヒンジ式浮体ゲー トのみ逆流防止機能を

検証する実験を行った｡ α､βはフルー ド数Frの関数として､設計に使えるように､同定した｡実験結果よ

り､両ゲー トにおいて排水能力は大差なく､水叩きの有無によるゲー ト-の作用力の差異は上ヒンジ式浮体

ゲー トに大きく現れ､フラップゲー トにおいては少ないことが判った｡また､｢上ヒンジ式浮体ゲー ト｣は逆

流防止効果が期待でき､フルード数Frと補整係数cK.節)関係は次式となる事が明らかとなった｡

a,p-aFr2+bFr+C

水叩き :有り･無し

α:αニー0.8212(有り)､-0.3422(無し) β:αニー1.1302(有り)､-3.9804(無し)

b-10.0243(有り)､0.1619(無し) b-0.7761(有り)､4.8409(無し)

C-1.5826(有り)､1.0419(無し) C-0.7866(有り)､-0.5818(無し)
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